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花巻市国民健康保険運営協議会会議録 

 

１ 日  時   平成２８年２月１８日（木） 午後１時００分 

 

２ 会議場所   花巻市役所本庁舎３階 ３０２・３０３会議室 

 

３ 会議日程   別紙次第のとおり 

 

４ 協議事項 

 (1) 諮問第１号 

 平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

(2) 諮問第２号 

平成２８年度花巻市国民健康保険特別会計予算について 

 

５ 会議に出席した委員は次のとおりである。 

 被保険者代表委員 

委 員  江 川 サツミ 

委 員  佐々木 榮 男 

  委 員  板 垣 眞喜子 

  委 員  金 澤 千加子 

 保険医又は保険薬剤師代表委員 

  委 員  中 舘 一 郎 

  委 員  八重樫 寿 人 

  委 員  山 田 裕 司 

 公益代表委員 

  委 員  藤 本 莞 爾 

  委 員  髙 橋 勝 昭 

委 員  杉 原 典 子 

 被用者保険等保険者代表委員 

  委 員  三 浦 弘 美 

  委 員  高 橋 哲 夫 

 

６ 会議を欠席した委員は次のとおりである。 

   委 員  大 沼 一 夫 

委 員  中 村 良 則 

 

７ 会議に出席した職員は次のとおりである。 

 市長                     上 田 東 一 

 健康福祉部長                 佐々木   忍 

 財務部市民税課長               川 村   優 

 財務部収納課長                石 崎 伸 也 



 2 

 健康福祉部健康づくり課長           佐 藤 拓 史 

 健康福祉部国保医療課長            八重樫 洋 子 

 健康福祉部国保医療課課長補佐         俵     恵 

 健康福祉部国保医療課国保係長         菊 池   豊 

 

 

（開会 午後１時００分） 

 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

委員の皆様には、お忙しいところ御出席をいただきまして誠にありがとうござ

います。国保医療課の八重樫でございます。よろしくお願いします。 

 会議に先立ちまして、新委員の方をご紹介申し上げます。 

  被用者保険等保険者代表委員でございますが、これまでお願いしておりました

全国健康保険協会岩手県支部の手塚剛様が辞任されまして、新たに、全国健康保

険協会岩手県支部の三浦弘美様に委員を委嘱しております。ご紹介申し上げます。  

 よろしくお願いいたします。 

  なお、国保関係職員につきましても異動がございましたが、次第の次に名簿を

添付しておりますので、後ほどご覧ください。 

それでは、ただ今から花巻市国民健康保険運営協議会を開催いたします。  

  本日の協議会には、大沼一夫委員と中村良則委員から欠席する旨の申し出がご

ざいましたのでご報告いたします。 

それでは次第に沿って進めさせていただきます。 

 はじめに、上田市長よりご挨拶を申し上げます。 

市長（上田東一君） 

  今日は花巻市国民健康保険運営協議会にお忙しい中、ご出席賜りまして、誠に

ありがとうございます。 

  国民健康保険の加入者は、年々減っている中ではございますが、人口減少とい

うこともあるのですが、それ以上にほかの原因や施策もあって、非正規という方

が大変多くなっておりまして、加入者の数は減っているということです。その中

にあってまだたくさんの方々に加入いただいておりまして、その方々の健康を守

るために大変重要な保険でございます。花巻市の方でも一般会計から相当程度の

金額をこの国民健康保険特別会計に移管しているところでございます。今後、国

民健康保険の重要性は増すばかりでございますけれども、平成３０年度からは制

度が変わるということがございます。県が主体となって国民健康保険を運営して

いくわけでございますけれども、保険料を徴収する業務は花巻市に残りますし、

また県の方で標準的な保険料率を表してくるにしても、それをそのとおり請求し

ていくかどうかということについては市が考えなければいけない。皆様にはその

点についてはご検討いただいたり、ご意見をいただいたりすることが出てくるだ

ろうと思います。現時点におきましては平成３０年度にそのような新しい制度に

なるということをにらみながら、どうやって運営していくかということについて

は、情報が十分ない中で大変苦慮しているところでございますけれども、今回に
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ついては２７年度補正予算と２８年度予算について皆様のご審議を賜るというこ

とになります。先ほど申し上げましたように花巻市民の健康を守るという意味で

非常に重要な保険でございますので皆様のご忌憚のないご意見を賜りたいと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

それでは、市長より諮問を行います。 

（市長から会長へ諮問書手交） 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

次に、花巻市国民健康保険運営協議会会長からごあいさつをお願いいたします。 

会長（藤本莞爾委員） 

それでは一言ごあいさつを申し上げます。 

委員の皆様方におかれましては、大変忙しい中をご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。 

また日頃から当協議会の円滑な運営にご協力を賜りまして、心から敬意と感

謝を申し上げる次第でございます。ありがとうございます。 

ただいま、市長から「平成２７年度 国民健康保険特別会計補正予算」並び

に「平成２８年度 国民健康保険特別会計当初予算」の２件について諮問され

たところであります。 

例年でありますと、２月に研修会を開催しておりましたが、開催時期の見直

しをいたし、秋ごろを予定しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は限られた時間でございますので、皆様から忌憚のない意見を頂戴しな

がら、審議がスムーズに進みますようご協力をお願い申し上げ、簡単ですがご

あいさつとさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

ありがとうございました。 

市長にはここで、別の用務がございますので、退席させていただきます。 

   （市長退席） 

国保医療課長（八重樫洋子君） 

  本日の出席者は、定数１４名中１２名の出席となっております。花巻市国民健

康保険運営協議会規則第４条に定めます定足数に達しておりますことを申し上げ

まして会議に入らせていただきます。 

会議の議長は、花巻市国民健康保険運営協議会規則第６条の規定によりまし

て、会長が当たることとなっておりますので、会長よろしくお願いいたします。 

会長（藤本莞爾委員） 

それでは、会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、杉原典子委員と高橋哲夫委員にお願いします。 

それでは、審議に入ります。 

諮問第１号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について」、当局から説明をお願いします。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

議長。 
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会長（藤本莞爾委員）  

健康福祉部長。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

  諮問第１号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

について、ご説明を申し上げます。 

  １ページをお開き願います。 

本補正予算は、歳入歳出予算の補正でありまして、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ「２億１，９７７万６千円」を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ「１１５億５，２４２万９千円」とするものであります。  

補正の内容につきましては、国庫支出金ほか各歳入の最終見込みによります整

理並びに保険給付費の決算見込み、納付金等の確定による整理が主な内容であり

ます。 

それでは、具体の説明に入らせていただきます。 

国保財政につきましては、歳出額に応じまして、歳入額を確保するというもの

でございますので、最初に事項別明細書の「歳出」からご説明いたします。  

１６ページをお開き願います。 

２款 保険給付費、１項 療養諸費、１目 一般被保険者療養給付費「２億円

の減」から、１８ページになりますけれども、６款 介護納付金、１項 介護納

付金、１目 介護納付金「１１８万７千円の減」までにつきましては、それぞれ

保険給付費及び各種納付金等の最終見込みによるものであります。 

７款 共同事業拠出金は財源の振り替えでありますので、説明を省略させてい

ただきます。 

９款 基金積立金、１項 基金積立金、１目 基金積立金、２５節 積立金

「３億４，６６９万９千円の増」は、後年度の財政負担に備え、国保財政調整基

金に積み立てるものであります。 

２０ページをお開き願います。 

１１款 諸支出金、１項 償還金及び還付加算金、３目 返還金、２３節 償

還金利子及び割引料「４，６６４万２千円の増」につきましては、国庫支出金の

過年度精算に伴う返還金であります。 

  次に、「歳入」のご説明をいたします。 

  ８ページをお開き願います。 

３款 国庫支出金、１項 国庫負担金、１目 療養給付費等負担金、１節 現

年度分「５，６５０万５千円の減」から、１０ページになりますけれども、７款 

共同事業交付金、１項 共同事業交付金、２目 保険財政共同安定化事業交付金、

１節 現年度分「１億６，８８２万８千円の減」までにつきましては、「歳出」

の保険給付費等の最終見込みに伴う「歳入」の見込みによるものであります。  

 ８款 財産収入は説明を省略させていただきます。 

  １２ページをお開き願います。 

９款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金、１節 保険基盤

安定繰入金「２，７４５万２千円の増」、３節 その他一般会計繰入金「１，４

７５万７千円の増」及び ２項 基金繰入金、１目 財政調整基金繰入金、１節 
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財政調整基金繰入金「１，５６５万７千円の減」につきましては、それぞれ最終

見込みによる整理であります。 

１０款 繰越金、１項 繰越金、１目 繰越金、１節 繰越金「４億８，８６

９万７千円の増」は、前年度からの繰越金であります。 

以上、「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」につ

いてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご答申賜りますようお願い

申し上げます。 

会長（藤本莞爾委員） 

ただいま当局から説明をいただきました。 

これに対し、皆様からご質問、ご意見がございましたら、お願いします。 

会長（藤本莞爾委員） 

質問、意見が無いようですので、これを終結いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第１号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて」は、諮問のとおり答申することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

会長（藤本莞爾委員） 

ご異議なしと認め、諮問第１号は、諮問のとおり答申することに決しました。  

続きまして、諮問第２号「平成２８年度花巻市国民健康保険特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 

当局から説明を求めます。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

議長。 

会長（藤本莞爾委員）  

健康福祉部長。 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

諮問第２号「平成２８年度花巻市国民健康保険特別会計予算」につきましてご

説明を申し上げます。 

 具体的な予算の説明に入ります前に、参考資料をご覧いただきたいと存じます。 

はじめに「参考資料１ 花巻市国民健康保険事業の状況」についてご説明申し

上げます。 

  資料の 1 ページには、上段に「被保険者の推移」、中段に「前期高齢者数

（６５～７４歳）、介護保険第２号被保険者数（４０～６４歳）の推移」、下

段に「保険給付費の状況」を掲載しております。 

  また、２ページには、上段に「１人当たりの保険給付費の状況」、中段に

「国民健康保険税調定額の状況」、下段に「１人当たりの国民健康保険税調定

額の状況」を掲載しております。 

  １ページの被保険者数につきましては、後期高齢者医療制度への移行が大き

な要因となり減少傾向で推移しておりますが、一方、被保険者の中に占める高

齢者の割合が高くなっております。全体の保険給付費につきましては、２ペー

ジにございますとおり、被保険者の高齢化や医療技術の高度化などにより１人
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当たりの保険給付費は増加しているものの、先程の被保険者数の減少もあって

減少傾向となっております。 

  国民健康保険税の収入は、被保険者数の減少に伴い減少しております。  

  こうした現状を踏まえ、平成３０年度からの都道府県化を見据えながら国保

税の引き下げについて検討してきたところですが、先ほど市長のあいさつにも

ございましたとおり岩手県の標準保険料率の試算結果によりますと、平成２７

年度の税収と比較し、かなりの増額となっているところでございます。来年度

に本格化する県と市町村との税率算定ルールの協議の内容により今後大きく変

わってくるわけではございますけれども、都道府県化後の大幅な増税が予想さ

れるところであり、平成２８年度において税率の引き下げは難しいと判断した

ところであります。 

  今後も国保財政の健全かつ安定的な運営を確保するため、引き続き国保税の

収納率向上に努めるとともに、各種の保健事業の推進や医療費適正化事業の実

施に努めて参ります。 

  「参考資料２  平成２８年度花巻市国民健康保険特別会計当初予算につい

て」をご説明いたします。 

  資料には、平成２８年度予算のポイント、国民健康保険の財源構成並びに予

算の積算方法等について掲載しております。 

  まず、平成２８年度予算のポイントであります。 

  ２年に１回となります平成２８年度の診療報酬改定につきましては、本体部

分０．４９％の増、薬価部分１．３３％の減により、全体で０．８４％の引き

下げとなったところでございます。 

  国保税につきましては、平成２７年度に引き続き税制改正による国保税の賦

課限度額が引き上げられ、限度額の合計が８５万円から８９万円となります。

また、軽減措置につきましても、５割軽減及び２割軽減の所得基準が引き上げ

られ、対象が拡大されます。 

  そのほか、平成２８年８月診療分から乳幼児、妊産婦にかかる医療費助成の

現物給付が岩手県内市町村で実施されることになっておりまして、いわゆるこ

れにかかるペナルティーにより国保に対する国庫負担金が減額となります。そ

の減額分につきましては、一般会計の繰入金で補てんすることとしております。 

次に予算の積算方法についてご説明申し上げます。 

はじめに保険給付費につきましては、平成２７年度見込みの１人当たりの保

険給付費に、花巻市の過去の給付費の平均伸び率を乗じて平成２８年度の１人

当たりの保険給付費を算出した上で、２８年度の加入者見込数を掛け合わせて

積算しております。更に、診療報酬改定による影響分も見込んでおります。  

保険財政共同安定化事業につきましては、事業の実施主体であります岩手県

国民健康保険団体連合会の試算に基づき、所要額を計上しております。  

国保税につきましては、平成２８年度も現行税率を継続しながら、制度改正

や所得の状況、被保険者数の減などを勘案して見込んでおります。 

引き続き「参考資料３ 予算構成の概要」についてご説明申し上げます。こ

ちらには、平成２８年度歳入歳出予算の総額１０８億４，７７４万円について、
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予算科目ごとの予算額と予算に占める割合、予算科目の説明を掲載しておりま

す。 

歳入につきましては、最も割合が多いのは前期高齢者交付金で歳入全体の３

割近くを占め、予算額は「２８億３，２９６万４千円」となっております。以

下国庫支出金、共同事業交付金と続き、国保税は「１５億５，４１７万５千

円」で全体の１４％となっております。 

一方、歳出につきましては、保険給付費が歳出の６割を占め、「６５億３，

４７７万円」となっております。以下、共同事業拠出金、後期高齢者支援金等

の割合が多くなっております。 

それでは、予算について具体の説明に入らせていただきます。 

予算につきましては、「特別会計予算」と「特別会計予算事項別明細書」に

分かれておりますが、特別会計予算の１ページをお開き願います。 

本予算は、第１条から第３条まで、歳入歳出予算、一時借入金及び歳出予算

の流用の３つの事項から成っております。 

歳入歳出予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ「１

０８億４，７７４万円」と定めようとするものであります。 

  以下、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  本特別会計は、歳出額に応じて歳入額を確保するというものでありますので、

最初に歳出からご説明申し上げます。 

事項別明細書の１９ページをお開き願います。 

  ３ 歳出、１款 総務費につきましては、説明を省略させていただきまして、

２３ページをお開き願います。 

  ２款 保険給付費、１項 療養諸費、１目 一般被保険者療養給付費「５４

億２，９５６万１千円」から、５目  審査支払手数料「２，０６５万７千円」

までにつきましては、それぞれ平成２７年度医療費見込みに対して、平成２８

年度の医療費の伸びや被保険者数を見込んだものであります。 

  ２項 高額療養費、１目 一般被保険者高額療養費「６億６，１４９万４千

円」から、２５ページをお開き願いまして、４目 退職被保険者等高額介護合

算療養費「１３０万円」につきましては、前年度までの実績額等を勘案し、所

要額を見込んだものであります。 

３項 移送費から２７ページをお開き願いまして、５項 葬祭諸費までにつ

きましては、前年度までの実績額等を勘案し、所要額を見込んだものでありま

すので、説明を省略させていただきます。 

３款 後期高齢者支援金等、１項 後期高齢者支援金等、１目 後期高齢者

支援金「１１億６，８８１万２千円」は、全医療保険者が加入人数に応じて後

期高齢者医療制度を支えるために拠出するものであり、平成２６年度精算分を

含め、国から示されました試算方法に基づき、見込んだものであります。  

４款 前期高齢者納付金等、１項 前期高齢者納付金等、１目 前期高齢者

納付金「８３万６千円」は、前期高齢者に係る医療費が著しく過大となる保険

者のため、各医療保険者間の財政調整を行う仕組みとして、全ての保険者が、

その加入者数に応じて費用負担するものであります。 
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２９ページをお開き願います。 

５款 老人保健拠出金は説明を省略させていただきまして、６款 介護納付

金、１項 介護納付金、１目 介護納付金「４億２，５０８万１千円」は、第

２号被保険者１人当たりの算定基準額と平成２６年度介護納付金の精算分を勘

案して見込んだものであります。 

  ７款 共同事業拠出金、１項 共同事業拠出金、１目 高額医療費共同事業

拠出金「２億３８９万４千円」は、一般被保険者の８０万円を超える高額医療

費に対する拠出金であり、過去３年間の医療費等の実績により見込んだもので

あります。 

２目 保険財政共同安定化事業拠出金「２２億７，４２０万６千円」は、同

じく一般被保険者の８０万円以下の医療費に対する拠出金であります。  

３１ページをお開き願います。 

  ８款 保健事業費、１項 特定健康診査等事業費、１目 特定健康診査等事

業費「１億６５１万円」は、医療費の適正化を目的として各医療保険者に義務

付けられた特定健康診査に係る経費であり、特定健康診査業務委託「７，９０

３万１千円」が主な内容であります。 

２項 保健事業費、１目  保健活動費「１，９５９万２千円」は、被保険者

の健康保持、さらには中長期的な国保財政の安定化のための医療費適正化対策

として、各種の保健事業を行うものであります。 

３３ページをお開き願います。 

９款 基金積立金から、３５ページの１２款 予備費までにつきましては、

説明を省略させていただきまして、続きまして歳入をご説明いたしますので、

５ページにお戻り願います。 

２ 歳入、１款 国民健康保険税、１項  国民健康保険税、１目 一般被保

険者国民健康保険税と、２目 退職被保険者等国民健康保険税の合計は、「１

５億５，４１７万５千円」であります。 

７ページをお開き願います。 

  ２款 使用料及び手数料は説明を省略させていただきまして、３款 国庫支

出金、１項 国庫負担金、１目 療養給付費等負担金、１節現年度分「１４億

８，６３７万７千円」は、一般被保険者の保険給付費等に対する国庫負担金で

あります。 

  ２目 高額医療費共同事業負担金、１節 現年度分「５，０９７万３千円」

は、高額医療費共同事業拠出金に対する国庫負担金であります。 

３目 特定健康診査等負担金、１節 現年度分「１，６６２万２千円」は、

特定健康診査・保健指導に対する国庫負担金であります。 

２項 国庫補助金、１目  財政調整交付金、１節 普通財政調整交付金「６

億４３４万３千円」は、療養給付費等負担金と同様、一般被保険者に係る保険

給付費等に対する国庫補助金であります。 

９ページをお開き願います。 

４款 療養給付費交付金、１項 療養給付費交付金、１目 療養給付費交付

金、１節 現年度分「３億７，８９４万５千円」は、退職被保険者の保険給付
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費等に対する社会保険診療報酬支払基金からの交付金であります。 

５款 前期高齢者交付金、１項 前期高齢者交付金、１目 前期高齢者交付

金、１節 前期高齢者交付金「２８億３，２９６万４千円」は、前期高齢者の

偏在によって生じる保険者負担の不均衡を調整するための交付金であります。  

６款 県支出金、１項 県負担金、１目  高額医療費共同事業負担金、１節 

現年度分「５，０９７万３千円」は、高額医療費共同事業拠出金に対する県負

担金であります。 

２目 特定健康診査等負担金、１節 現年度分「１，６６２万２千円」は、

特定健康診査・保健指導に対する県負担金であります。 

１１ページをお開き願います。 

２項 県補助金、１目 財政調整交付金、１節 財政調整交付金「４億５，

０６０万円」は、国庫補助金と同様、一般被保険者に係る保険給付費等に対す

る県補助金であります。 

７款 共同事業交付金、１項 共同事業交付金、１目 高額医療費共同事業

交付金、１節 現年度分「１億８，０９３万２千円」は、一般被保険者の高額

医療費に対する岩手県国民健康保険団体連合会からの交付金であります。  

２目 保険財政共同安定化事業交付金、１節 現年度分「２１億２，９７６

万２千円」は、一般被保険者の医療費に対する交付金であります。 

  １３ページをお開き願います。 

  ８款 財産収入は説明を省略させていただきます。 

９款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目  一般会計繰入金、１節  保険基

盤安定繰入金「４億１，３３２万７千円」から、３節 その他一般会計繰入金

「２億４５５万５千円」までにつきましては、それぞれ一般会計からの法定繰

入金であります。 

  ２項 基金繰入金、１目 財政調整基金繰入金、１節 財政調整基金繰入金

は「３億２，０８５万２千円」は、国民健康保険財政調整基金から繰り入れる

ものであり、平成２８年度末残高は約１０億５千万円と見込んでおります。  

  １５ページの１０款 繰越金、１１款  諸収入につきましては、説明を省略

させていただきまして、特別会計予算の１ページにお戻りいただきたいと思い

ます。 

  第２条  一時借入金でありますが、一時借入金の借入れの最高額を「５億

円」と定めようとするものであります。 

  第３条は、経費の流用ができる場合を定めようとするものであります。  

以上、平成２８年度花巻市国民健康保険特別会計予算の概要をご説明申し上

げましたが、よろしくご審議の上、ご答申を賜りますようお願い申しあげます。 

会長（藤本莞爾委員） 

ありがとうございました。当局から説明をいただきました。 

これに対しまして、委員の皆さんから、ご質問、ご意見がございましたら、お

願いいたします。 

 高橋哲夫委員 

   はい。 
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 会長（藤本莞爾委員） 

   はい、どうぞ。 

 高橋哲夫委員  

   お願いになるかと思いますけど、一般会計からの繰り入れが６億いくらありま

すね。一般会計というのは国からの交付金やら市民税やらいろいろな税金がらみ

だと思います。さらに国保税を払っているということで、税金が二重課税になっ

ている方もおられると思われます。ですから、繰り入れていいことにはなってい

ますけれども、できるだけ収納率を今まで以上にアップするなり、それなりの努

力をして、いくらでも一般会計からの繰り入れを少なくするような努力をやって

いただきたいなと思います。 

    （健康福祉部長、挙手） 

健康福祉部長（佐々木忍君） 

   この一般会計からの繰入金ですが、先ほど法定の繰入金ということでご説明申

し上げました。国保財政につきましては、一般会計との間で経費の出し入れがで

きるものについては、法で定められております。国保は、必ずしも所得水準の高

い方ではない方々がだいぶ入っていること、あるいは年齢的にも上の方々が入っ

ているという宿命がありまして、それらにつきまして、あくまでも法で定められ

た分について、一般会計から繰り出すものです。とは申しましてもお預かりした

貴重な税金から繰り出すものですので、より慎重に運営していくことが求められ

るものと思っております。そういうことを、肝に銘じて経費を支出させていただ

く、さらには保健事業についても努力をしていきたいと思っております。  

 三浦弘美委員 

   はい。 

 会長（藤本莞爾委員） 

   三浦委員、どうぞ。 

 三浦弘美委員 

   ２７年度に税率を引き下げているということですけれども、理由を参考に教え

ていただければと思います。 

    （健康福祉部長、挙手） 

 健康福祉部長（佐々木忍君） 

   ２７年度に税率を引き下げた部分についてですが、年間約１億円の引き下げを

行いました。先ほど来、ご説明しておりますとおり、３０年度から都道府県化に

なるということで、２９年度までの財政の見通しを立てたうえで、３億円程度の

剰余が期待できるということから、２７、２８、２９の各年度約１億円の引き下

げをしたというものです。なお、これによりまして、応能、応益の割合、５３対

４７程度であったものが、５１対４９くらいになり、応能、応益が５０対５０に

かなり近づいたという状況です。 

髙橋勝昭委員 

   はい。 

 会長（藤本莞爾委員） 

   はい、髙橋委員。 
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 髙橋勝昭委員  

   昨年、税率改正のときに、２９年度までの財政計画を資料に掲載しておりまし

たが、当時６億６，５００万円の財政調整基金があり、その財政調整基金を平成

２９年度までに全部使うという計画でしたが、今回、４億８，８００万円ばかり

繰越金があり、それを足すと、１０億円ほどの財政調整基金残高になると、２８

年度末に見込んであるわけですが、医療費の動向等見ていきますと、３０年度の

制度改正のときまでに、３億円ほどの財政調整基金が残る見込みだというお話で

したが、私は５億とか６億くらいになる可能性があると思います。先ほど市長さ

んがお話ししたときに、標準税率の話がありまして、部長さんからその標準税率

で計算すると、だいぶ保険にかかる負担金が多くなる可能性があるというお話を

されましたけれども、これを見込んで、やはり５億なければ標準税率になったと

きに、財政運営ができないかという考え方で今後財政運営を進めていくのか、あ

るいは、３億にしたいのであれば、２億円前後の税金を引き下げるための税率改

正をすることはできないか。特に、花巻市は資産割が高いですから、その資産割

を低くする方向に持っていけないのかどうか、そういった考え方を持てるのかど

うかお聞きしたいです。 

    （国保医療課長、挙手） 

 国保医療課長（八重樫洋子君）  

   ２９年度までの中期財政計画を見通しましたところ、２６年度までは単年度収

支が順当に赤字にはならずに推移しますけれども、２７年度から単年度収支が赤

字に転じまして、２８年度以降は大幅な赤字となる見込みです。さらに岩手県の

方で、２６年度の国保事業の実績に基づいたものにはなりますけれども、県内の

標準税率を試算しましたところ、花巻市の場合は、医療費の需要額に対して、国

保税収が約３億８，０００万円ほど不足するという試算結果が示されております。

財源が不足する大きな要因としては、２７年度までは国庫支出金のうち震災影響

に対して支援の交付金がありました。これが２７年度までの時限措置とされてお

り、２８年度以降は縮小あるいは廃止の見込みということで、未だ詳細について

は不明です。この交付金が、大幅に減額されるということと、これまでの被保険

者数の推移を見ますと、国保の被保険者数が１，０００人規模で年々減少してい

ることにより税収も今後も減収が継続するものと考えております。こういったこ

とから、平成２８年度には急激な減収が見られるということで、３０年度以降の

医療費需要額を考えた場合、税収を勘案した場合、税率の引き下げはなかなか難

しいと考えているところです。 

会長（藤本莞爾委員） 

そのほかにありませんか。 

 （「なし」の声あり） 

会長（藤本莞爾委員） 

質問、意見が無いようですので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第２号「平成２７年度花巻市国民健康保険特別会計予算について」は、諮

問のとおり答申することにご異議ございませんか。 



 12 

（「異議なし」の声あり） 

会長（藤本莞爾委員） 

異議なしと認め、諮問第２号は、諮問のとおり答申することに決しました。 

次に、その他の事項につきまして事務局からありましたら、お願いします。 

 国保医療課長（八重樫洋子君） 

   参考資料として「平成２８年度花巻市国民健康保険事業運営について」と

「花巻市の国保 平成２７年度版」をお配りいたしましたので、後ほどご覧い

ただきたいと存じます。以上でございます。 

会長（藤本莞爾委員） 

 それでは、これをもちまして議長の務めを終わらせていただきます。皆様の

ご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

国保医療課長（八重樫洋子君）  

   以上をもちまして、本日の花巻市国民健康保険運営協議会を閉会いたします。 

 本当にありがとうございました。 

 

 （閉会 午後１時４５分） 

 


